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アーノルド・トインビー研究の歩み



































































1 月 18 日にロンドンで，トインビーが労働者向けにおこなった 2 回連続講演の最終盤の一節














































































































































る。1953 年と 1978 年の著作は，それぞれ扱っている対象やパースペクティブは異なるものの，

































































































つの研究も公表されていた。1981 年の M. J. ウィーナ―のイギリス産業精神に関する文化史的
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画したこと，そして『産業革命』は，トインビーがオックスフォードで，1881 年 10 月から翌
年の 5 月まで講義していた内容を，教え子である W. J. アシュリーと B. キングが書きとめてい
たノートを基に，再構成したもので，全体は，妻から依頼されたミルナーによって校訂され














































































































































































論より，6 ～ 8 年も先んじていたという評価が与えられていた。これは，トインビーの年金構
想と比較的似ていた，チェンバレンの年金提案が 1892 年におこなわれていたことを指してい
ると思われる （77）。そして第二節で言及したリヒターの評価は，トインビーの年金構想が，その
およそ 30 年後の 1911 年の「国民保険法」の先駆けであったと主張していたように思われる。
しかしながら，19 世紀後半から 20 世紀初めのイギリスの年金に関するこれまでの研究から
みると，うえの評価は受け入れられない。J. マクニコルらの研究によって，1878 年に，「国民
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